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養成講習会に参
加することで取
得できる資格

指導者養成シス
テムの概要

実績報告書

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

指導者養成・活用

助成事業者名 公益財団法人 日本テニス協会

事業名 公認Ｓ級エリートコーチ養成講習会

実施した事業の成果

バイオメカニクス、医学、心理学、トレーニングの基礎理論をベースに、それらが実際の場面とどの様にリンクし
ているのかについて学ぶ事が出来た。これによって、経験的に理解していたことを、理論的に説明する事が可能に
なり、選手にとって説得力のある指導をすることが出来るようになった。また、コミュニケーションスキル、ディ
ベートの講義、プレゼンテーションを通して、自分が考えている事を解りやすく伝える技術、相手の言わんとする
ことを理解する技術などの重要性を理解することができた。指導技能についても、目的を絞り込み、より精度の高
い、幅広い視点でのドリル設定が可能となった。

実施した事業に対する評価

充分な時間をかけた準備が可能であったことから、強化・育成・普及の場面を網羅した最上位資格にふさわしい養
成講習会が開催できた。また、事前準備のためのテキスト配布、講義資料の配付などきめ細かいフォローアップ効
果的であった。しかし、内容が硬度であったこと、理論と実践の両方を理解している講師が必要であったことなど
から、特定の講師が多くの時間を担当する場面もみられ、第4回に向けて講師を養成していくことが課題となっ
た。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

講習会参加者数を30人とする。
女性の講習会参加者数を5人とする

講習会参加者数は25人であった。
女性の講習会参加者は0人であった。

事業の実施状況及び実施結
果並びに助成金の使途に関

する情報の公開方法

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者

等）

〔実施事業の内容〕

開催期間・開催日 平成26年12月14日～22日、平成27年2月15日～24日（19日間）

主催者 公益財団法人　日本テニス協会

開催場所 味の素ナショナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）

事業の内容

指導者を養成する事業

日本テニス協会公認Ｓ級エリートコーチ資格取得のため、トータル110時間の集合講習、
プレゼンテーション（15日間）、および指導技能、筆記、口述試験を含む4日間の検定試
験を実施した。Ｓ級エリートコーチは日本テニス協会が独自に付与している資格であ
る。今回は第3回目の養成講習会であった。15日間中の3日間はテニスのバイオメカニク
スと技術に関する講義とし、海外から招聘した講師が担当した。また実技検定は前回お
よび上級コーチとの整合性を担保するために6名の検定員を配置した。さらに試験の公平
性を担保するために、生徒役を1日8名手配した。口述試験は3分野からの出題としたため
4名の検定員が担当した。記録係、誘導係などの運営スタッフも配置した。

インターネット上に事業内
容を広報・PRのための告知
ページを作成する

事業の実施回数 1
左の欄の人数を入れると（数値のみ記入）、自動で割合
が計算される。

自由記述によるアンケート

スポーツ指導者等の養成講
習会の平均参加人数

25
スポーツ指導者等の養成講習会の総
参加人数

25

（うち、女性の平均参加人
数）

0 女性参加割合 0.00

備考

養成講習会に参加すること
で取得できる資格はあるか

公認Ｓ級エリートコーチ

系統的な指導者養成システ
ムが構築されているか

日体協の指導員、上級指導員、コーチ、上級
コーチ、教師、上級教師を養成している。Ｓ級
エリートコーチは上級コーチの上位資格に位置
づけている。

事業実施後に
参加者等に対する

満足度調査を行ったか
実施方法

はい いいえ 

実施結果をホームページで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

その他 

実施結果を広報誌等で公開 

はい いいえ 

助成事業用のＨＰを作成した 

インターネット上での告知は行わなかった 

助成事業者のＨＰに告知ページを設けた 

行った 行わなかった 


